
政
令
第

号

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
三
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い

、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
法
第
六
条
第
二
項
」
を
「
法
第
八
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
第
六
条
第
三
項
」
を
「
第
八
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
法
第
八
条
」
を
「
法
第
十
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
ロ
中
「
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
削
る
。

第
十
六
条
を
削
る
。

第
十
五
条
中
「
第
二
十
五
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
四
十
六
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
十
四
条
の
見
出
し
を
「
（
届
出
が
必
要
で
な
い
保
全
調
整
池
に
係
る
行
為
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
二
十
五
条
第
一

項
た
だ
し
書
」
を
「
第
四
十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。



第
十
三
条
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
都
道
府
県
」
を
「
当

該
防
災
調
整
池
が
存
す
る
都
道
府
県
（
当
該
防
災
調
整
池
が
指
定
都
市
等
又
は
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
二

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
法
第
三
章
第
二
節
（
法
第
四
十
七
条
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る

事
務
の
全
部
を
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
市
町
村
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
事
務
処
理
市
町
村
」
と
い
う
。
）
の
区
域
内

に
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
都
市
等
又
は
当
該
事
務
処
理
市
町
村
）
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
十
二
条
中
「
第
十
八
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
三
十
九
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
を
「
（
許
可
を
要
し
な
い
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
に
係
る
行
為
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
八
条
第

一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
三
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
十
条
中
「
第
十
七
条
第
八
項
（
法
第
二
十
四
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
八
条
第
八
項
（
法
第
四
十
五
条
第
二
項
」
に
改

め
、
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
、
第
五
十
四
条
第
六
項
又
は
第
七
十
七
条
第
十
項
」
を
加
え
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
九
条
中
「
第
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
四
条
第
一
項
の
」
の
下
に

「
規
定
に
よ
り
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
法
第
四
条
第
一
項
の
」
、
「
都
市
洪
水
又
は
」
及
び
「
い
ず
れ
か
の
」
を
削

り
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。



第
八
条
第
一
項
中
「
第
十
一
条
（
法
第
十
六
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
二
条
（
法
第
三
十
七
条
第
四
項
」
に
、
「
第
五
条

た
だ
し
書
」
を
「
第
六
条
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
七
条
中
「
第
九
条
第
三
号
」
を
「
第
三
十
条
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
六
条
の
見
出
し
を
「
（
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
の
許
可
を
要
し
な
い
行
為
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
九
条
た
だ
し
書
」

を
「
第
三
十
条
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
一
条
第
二
号
及
び
第
十
四
条
第
二
号
」
を
「
第
十
二
条
第
二

号
、
第
十
五
条
第
二
号
及
び
第
十
七
条
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
五
条
中
「
第
九
条
本
文
」
を
「
第
三
十
条
本
文
」
に
改
め
、
「
し
よ
う
と
」
を
削
り
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
都
道
府
県

（
」
を
「
当
該
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
を
す
る
土
地
の
区
域
に
係
る
都
道
府
県
（
当
該
土
地
の
区
域
が
」
に
改
め
、
「
中
核
市

（
以
下
こ
の
条
」
の
下
に
「
及
び
第
十
四
条
」
を
加
え
、
「
第
三
章
（
法
第
十
九
条
、
第
二
十
六
条
及
び
第
三
節
」
を
「
第

三
章
第
一
節
（
法
第
四
十
条
」
に
改
め
、
「
区
域
内
」
の
下
に
「
に
あ
る
場
合
」
を
加
え
、
「
第
八
条
第
二
項
及
び
第
十
三

条
」
を
「
第
九
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
設
置
に
要
す
る
費
用
の
補
助
）



第
五
条

法
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
国
の
認
定
事
業
者
に
対
す
る
補
助
金
の
額
は
、
認
定
計
画
に
係
る
雨
水
貯
留
浸
透
施

設
の
設
置
に
要
す
る
費
用
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

２

法
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
の
認
定
事
業
者
に
対
す
る
補
助
金
の
額
は
、
認
定
計
画
に
係
る
雨
水
貯
留

浸
透
施
設
の
設
置
に
要
す
る
費
用
に
、
前
項
に
規
定
す
る
国
の
補
助
金
の
額
、
そ
の
地
方
の
浸
水
被
害
の
発
生
の
状
況
そ

の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
地
方
公
共
団
体
の
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

本
則
に
次
の
八
条
を
加
え
る
。

（
届
出
が
必
要
で
な
い
貯
留
機
能
保
全
区
域
内
の
行
為
）

第
十
七
条

法
第
五
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

貯
留
機
能
保
全
区
域
内
の
土
地
の
維
持
管
理
の
た
め
に
行
う
行
為

二

仮
設
の
建
築
物
等
の
建
築
そ
の
他
の
貯
留
機
能
保
全
区
域
内
の
土
地
を
一
時
的
な
利
用
に
供
す
る
目
的
で
行
う
行
為

（
当
該
利
用
に
供
さ
れ
た
後
に
当
該
土
地
が
有
す
る
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
機
能
が
当
該
行
為
前
の
状
態

に
回
復
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
な
場
合
に
限
る
。
）

（
特
定
開
発
行
為
に
係
る
土
地
の
形
質
の
変
更
）



第
十
八
条

法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
土
地
の
形
質
の
変
更
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

切
土
で
あ
っ
て
、
当
該
切
土
を
し
た
土
地
の
部
分
に
高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
崖
（
地
表
面
が
水
平
面
に
対
し

三
十
度
を
超
え
る
角
度
を
な
す
土
地
で
硬
岩
盤
（
風
化
の
著
し
い
も
の
を
除
く
。
）
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
も
の

二

盛
土
で
あ
っ
て
、
当
該
盛
土
を
し
た
土
地
の
部
分
に
高
さ
が
一
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
崖
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
も
の

三

切
土
及
び
盛
土
を
同
時
に
す
る
場
合
に
お
け
る
盛
土
で
あ
っ
て
、
当
該
盛
土
を
し
た
土
地
の
部
分
に
高
さ
が
一
メ
ー

ト
ル
以
下
の
崖
を
生
じ
、
か
つ
、
当
該
切
土
及
び
盛
土
を
し
た
土
地
の
部
分
に
高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
崖
を
生

ず
る
こ
と
と
な
る
も
の

２

前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
小
段
そ
の
他
の
も
の
に
よ
っ
て
上
下
に
分
離
さ
れ
た
崖
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

下
層
の
崖
面
（
崖
の
地
表
面
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
下
端
を
含
み
、
か
つ
、
水
平
面
に
対
し
三
十

度
の
角
度
を
な
す
面
の
上
方
に
上
層
の
崖
面
の
下
端
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
上
下
の
崖
は
一
体
の
も
の
と
み
な
す
。

（
特
定
開
発
行
為
に
係
る
制
限
用
途
）

第
十
九
条

法
第
五
十
七
条
第
二
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
社
会
福
祉
施
設
、
学
校
及
び
医
療
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も



の
と
す
る
。

一

老
人
福
祉
施
設
（
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
。
）
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
認
知
症
対
応
型
老
人
共
同
生
活
援

助
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
、
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
、
障
害
者
支
援
施
設
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、

福
祉
ホ
ー
ム
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
生
活
介
護
、
短
期
入
所
、
自
立
訓
練
、
就
労
移
行
支
援
、
就
労
継
続
支
援

又
は
共
同
生
活
援
助
を
行
う
事
業
に
限
る
。
）
の
用
に
供
す
る
施
設
、
保
護
施
設
（
医
療
保
護
施
設
及
び
宿
所
提
供
施

設
を
除
く
。
）
、
児
童
福
祉
施
設
（
母
子
生
活
支
援
施
設
、
児
童
厚
生
施
設
、
児
童
自
立
支
援
施
設
及
び
児
童
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
。
）
、
障
害
児
通
所
支
援
事
業
（
児
童
発
達
支
援
又
は
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
業
に

限
る
。
）
の
用
に
供
す
る
施
設
、
子
育
て
短
期
支
援
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
、
一
時
預
か
り
事
業
の
用
に
供
す
る
施

設
、
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
妊
婦
、
産
婦
又
は
じ
ょ
く
婦
の
収
容
施
設
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
施
設

二

幼
稚
園
及
び
特
別
支
援
学
校

三

病
院
、
診
療
所
（
患
者
の
収
容
施
設
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
助
産
所
（
妊
婦
、
産
婦
又
は
じ
ょ
く
婦
の
収
容

施
設
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）



（
特
定
開
発
行
為
の
制
限
の
適
用
除
外
）

第
二
十
条

法
第
五
十
七
条
第
四
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
行
う
開
発
行
為

二

仮
設
の
建
築
物
の
建
築
の
用
に
供
す
る
目
的
で
行
う
開
発
行
為

（
特
定
建
築
行
為
の
制
限
の
適
用
除
外
）

第
二
十
一
条

法
第
六
十
六
条
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
行
う
建
築

二

仮
設
の
建
築
物
の
建
築

三

特
定
用
途
（
第
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
用
途
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
既
存
の
建
築
物
（
法
第

五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
浸
水
被
害
防
止
区
域
の
指
定
の
日
以
後
に
建
築
に
着
手
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の

用
途
を
変
更
し
て
他
の
特
定
用
途
の
建
築
物
と
す
る
行
為

（
居
室
の
床
面
の
高
さ
を
基
準
水
位
以
上
の
高
さ
に
す
べ
き
居
室
）

第
二
十
二
条

法
第
六
十
八
条
第
一
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
十
一
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
政
令



で
定
め
る
居
室
は
、
居
間
、
食
事
室
、
寝
室
そ
の
他
の
居
住
の
た
め
の
居
室
（
当
該
居
室
を
有
す
る
建
築
物
に
当
該
居
室

の
利
用
者
の
避
難
上
有
効
な
も
の
と
し
て
法
第
六
十
六
条
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
等
が
認
め
る
他
の
居
室
が
あ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
他
の
居
室
）
と
す
る
。

２

法
第
六
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ロ
（
法
第
七
十
一
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
政
令
で
定
め
る

居
室
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
途
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
居
室
（
当
該
用
途
の
建
築
物
に
当
該
居
室
の

利
用
者
の
避
難
上
有
効
な
も
の
と
し
て
法
第
六
十
六
条
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
等
が
認
め
る
他
の
居
室
が
あ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
他
の
居
室
）
と
す
る
。

一

第
十
九
条
第
一
号
に
掲
げ
る
用
途
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

寝
室
（
入
所
す
る
者
の
使
用
す
る
も
の
に

限
る
。
）

二

第
十
九
条
第
一
号
に
掲
げ
る
用
途
（
通
所
の
み
に
よ
り
利
用
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

当
該
用
途
の
建
築
物
の
居

室
の
う
ち
こ
れ
ら
に
通
う
者
に
対
す
る
日
常
生
活
に
必
要
な
便
宜
の
供
与
、
訓
練
、
保
育
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
目

的
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
も
の

三

第
十
九
条
第
二
号
に
掲
げ
る
用
途

教
室



四

第
十
九
条
第
三
号
に
掲
げ
る
用
途

病
室
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
居
室

（
特
定
建
築
行
為
着
手
の
制
限
の
例
外
と
な
る
工
事
）

第
二
十
三
条

法
第
七
十
条
第
三
項
（
法
第
七
十
一
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
政
令
で
定
め
る
工

事
は
、
根
切
り
工
事
、
山
留
め
工
事
、
ウ
ェ
ル
工
事
、
ケ
ー
ソ
ン
工
事
そ
の
他
基
礎
工
事
と
す
る
。

（
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
整
備
に
関
す
る
費
用
の
補
助
）

第
二
十
四
条

法
第
七
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
国
の
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
補
助
金
の
額
は
、
同
条
に
規
定
す
る
雨
水
貯

留
浸
透
施
設
の
整
備
に
要
す
る
費
用
の
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
十
六
号
中
「
第
八
条
」
を
「
第
十
条
」
に
改
め
る
。

（
下
水
道
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

下
水
道
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
二
第
一
号
ハ
中
「
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
」
を
「
、
第
五
号
又
は
第
六
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
に
改
め



る
。第

五
条
の
二
中
「
政
令
で
定
め
る
」
の
下
に
「
事
業
計
画
の
」
を
加
え
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

六

計
画
降
雨
の
設
定
又
は
変
更

第
五
条
の
三
、
第
五
条
の
七
、
第
五
条
の
十
二
第
一
項
及
び
第
六
条
第
一
項
中
「
第
二
十
五
条
の
十
八
」
を
「
第
二
十
五

条
の
三
十
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
二
第
一
項
、
第
九
条
第
一
項
、
第
九
条
の
二
、
第
九
条
の
五
第
一
項
、
第
九
条
の
六
か
ら
第
九
条
の
八
ま
で
の

規
定
及
び
第
九
条
の
十
中
「
第
二
十
五
条
の
十
八
第
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
三
十
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
第
二
十
五
条
の
十
八
」
を
「
第
二
十
五
条
の
三
十
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
二
中
「
第
二
十
五
条
の
十
八
第
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
三
十
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
二
十
五
条
の
十
八
」
を
「
第
二
十
五
条
の
三
十
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
及
び
第
十
三
条
の
二
中
「
第
二
十
五
条
の
十
八
第
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
三
十
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
中
「
第
二
十
五
条
の
十
八
」
を
「
第
二
十
五
条
の
三
十
」
に
改
め
る
。



第
十
七
条
の
十
二
を
第
十
七
条
の
十
三
と
す
る
。

第
十
七
条
の
十
一
中
「
第
二
十
五
条
の
十
七
第
四
号
」
を
「
第
二
十
五
条
の
二
十
九
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七

条
の
十
二
と
す
る
。

第
十
七
条
の
十
中
「
第
二
十
五
条
の
十
七
第
三
号
」
を
「
第
二
十
五
条
の
二
十
九
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条

の
十
一
と
す
る
。

第
十
七
条
の
九
中
「
第
二
十
五
条
の
十
一
第
七
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
二
十
三
第
七
項
」
に
改
め
、
「
定
め
る
」
の
下

に
「
事
業
計
画
の
」
を
加
え
、
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

計
画
降
雨
の
設
定
又
は
変
更

第
十
七
条
の
九
を
第
十
七
条
の
十
と
す
る
。

第
十
七
条
の
八
中
「
第
二
十
五
条
の
十
一
第
七
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
二
十
三
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条

の
九
と
す
る
。

第
十
七
条
の
七
中
「
第
二
十
五
条
の
十
一
第
二
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
二
十
三
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「

第
十
七
条
の
九
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
」
を
「
第
十
七
条
の
十
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
」
に
、
「
に
掲
げ
る
」



を
「
又
は
第
八
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
の
八
と
す
る
。

第
十
七
条
の
六
中
「
第
二
十
五
条
の
十
一
第
二
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
二
十
三
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「

第
十
七
条
の
九
第
七
号
」
を
「
第
十
七
条
の
十
第
七
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
の
七
と
す
る
。

第
十
七
条
の
五
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
設
置
に
要
す
る
費
用
の
補
助
）

第
十
七
条
の
六

法
第
二
十
五
条
の
十
五
の
規
定
に
よ
る
国
の
認
定
事
業
者
に
対
す
る
補
助
金
の
額
は
、
認
定
計
画
に
係
る

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
設
置
に
要
す
る
費
用
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

２

法
第
二
十
五
条
の
十
五
の
規
定
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
の
認
定
事
業
者
に
対
す
る
補
助
金
の
額
は
、
認
定
計
画
に
係
る

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
設
置
に
要
す
る
費
用
に
、
前
項
に
規
定
す
る
国
の
補
助
金
の
額
、
そ
の
地
方
の
浸
水
被
害
の
発
生

の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
地
方
公
共
団
体
の
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

第
十
八
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

排
水
施
設
を
補
完
す
る
施
設
の
う
ち
、
河
川
そ
の
他
の
公
共
の
水
域
又
は
海
域
か
ら
当
該
排
水
施
設
へ
の
逆
流
を
防

止
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
樋
門
又
は
樋
管
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
樋
門
又
は
樋
管
の
点
検
は
、
一
年
に
一
回
以
上
行

ひ

ひ

ひ

ひ



う
こ
と
。

（
河
川
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
一
号
中
「
高
潮
等
に
よ
る
」
を
「
高
潮
そ
の
他
の
天
然
現
象
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
洪
水
等
」
と
い
う
。

）
に
よ
る
」
に
、
「
洪
水
、
津
波
、
高
潮
等
及
び
」
を
「
洪
水
等
及
び
」
に
改
め
、
「
並
び
に
」
の
下
に
「
流
域
及
び
」
を

加
え
、
「
気
象
」
を
「
現
在
及
び
将
来
の
気
象
の
状
況
、
土
地
利
用
の
現
状
及
び
将
来
の
見
通
し
」
に
、
「
、
開
発
の
状
況

等
」
を
「
そ
の
他
の
事
情
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
維
持
等
」
を
「
維
持
そ
の
他
の
事
情
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中

「
確
保
等
」
を
「
確
保
そ
の
他
の
事
情
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
中
「
第
五
十
一
条
の
三
」
の
下
に
「
、
第
五
十
八
条
の
十
第
二
項
」
を
加
え
る
。

（
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
三
百
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
五
第
十
八
号
の
二
中
「
第
九
条
、
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
条
、
第
三
十
七
条

第
一
項
、
第
三
十
九
条
第
一
項
、
第
五
十
七
条
第
一
項
、
第
六
十
二
条
第
一
項
、
第
六
十
六
条
及
び
第
七
十
一
条
第
一
項
」



に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
第
十
九
号
の
二
中
「
第
九
条
、
第
十
六
条
第
一
項
、
第
十
八
条
第
一
項
、
第
二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
三

十
一
条
」
を
「
第
二
十
四
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
七
条
第
一
項
、
第
三
十
九
条
第
一
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
、
第
五
十

二
条
、
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
五
十
七
条
第
一
項
、
第
六
十
二
条
第
一
項
、
第
六
十
六
条
及
び
第
七
十
一
条
第
一
項
」
に

改
め
る
。

（
地
方
住
宅
供
給
公
社
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
）

第
六
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四
項
及
び
第
十
八
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
五
条
（

同
法
第
三
十
七
条
第
四
項
及
び
第
三
十
九
条
第
四
項
」
に
改
め
、
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
、
第
六
十
条
（
同
法
第
六
十
二

条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
六
十
九
条
（
同
法
第
七
十
一
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

一

地
方
住
宅
供
給
公
社
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
百
九
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
第
二
十
号

二

地
方
道
路
公
社
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
二
百
二
号
）
第
十
条
第
一
項
第
十
六
号

三

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
四
号
）
第
九
条
第
一
項
第
十
一
号



四

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
）
第
二
十
八

条
第
一
項
第
十
九
号

五

国
立
大
学
法
人
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
七
十
八
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
第
三
十
七
号

六

地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
八
十
六
号
）
第
四
十
条
第
一
項
第
十
八
号

七

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
十
六
号
）
第
十
六
条
第
一
項
第
二
十
六
号

八

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
五
十
六
号
）
第
十
五
条
第
一
項
第
十
二

号
九

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
六
十
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
第
二
十
号

十

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
二
百
七
十
九
号
）
第
十
八
条
第
一
項
第
二

十
号

十
一

高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
国
立
研
究
開
発
法
人
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
四

十
一
号
）
第
十
六
条
第
一
項
第
二
十
号

（
公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
等
の
一
部
改
正
）



第
七
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四
項
及
び
第
十
八
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
五
条
（

同
法
第
三
十
七
条
第
四
項
及
び
第
三
十
九
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

一

公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第

二
百
八
十
四
号
）
第
十
五
条
第
一
項
第
八
号

二

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）
第
五
十
六
条
第
一
項
第
十
八
号

三

独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
第
十
九

号
四

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
八
十
二
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
第
九

号
五

国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備
機
構
が
行
う
特
例
業
務
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
百
二
十
八
号
）

第
十
五
条
第
一
項
第
八
号

六

国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備
機
構
法
施
行
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
十
四
条
第
一
項
第
六

号



（
日
本
下
水
道
事
業
団
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

日
本
下
水
道
事
業
団
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
の
表
第
一
種
技
術
検
定
の
項
中
「
第
二
十
五
条
の
十
一
第
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
二
十
三
第
一
項
」

に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
中
「
第
二
十
五
条
の
十
八
」
を
「
第
二
十
五
条
の
三
十
」
に
改
め
、
同

項
第
五
号
中
「
第
二
十
五
条
の
十
七
第
二
号
」
を
「
第
二
十
五
条
の
二
十
九
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
第
十
四
号
中
「
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四
項
及
び
第
十
八
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
五
条
（
同
法

第
三
十
七
条
第
四
項
及
び
第
三
十
九
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

（
地
価
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

地
価
税
法
施
行
令
（
平
成
三
年
政
令
第
百
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
四
項
第
三
号
中
「
第
二
十
五
条
の
十
八
」
を
「
第
二
十
五
条
の
三
十
」
に
改
め
る
。

（
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
令
（
平
成
六
年
政
令
第
四
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



第
七
条
第
二
十
二
号
の
二
中
「
第
九
条
、
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
条
、
第
三
十
七
条
第

一
項
、
第
三
十
九
条
第
一
項
、
第
五
十
七
条
第
一
項
、
第
六
十
二
条
第
一
項
、
第
六
十
六
条
及
び
第
七
十
一
条
第
一
項
」
に

改
め
る
。

（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
五
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
浸
水
被
害

防
止
区
域

附

則

こ
の
政
令
は
、
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
十
一
月
一
日
）
か

ら
施
行
す
る
。



理

由

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
届
出
が
必
要
で
な
い
貯
留
機
能
保
全
区
域

内
の
行
為
を
定
め
る
等
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
施
行
令
そ
の
他
の
関
係
政
令
の
規
定
の
整
備
等
を
行
う
必
要
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。


